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本
会
７
委
員
会

活
動
方
針
を
了
承

丸
子
会
長

形
市
議
会
議
長
）
は
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
の
加
速

化
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
化

に
よ
り
、
経
済
・
社
会
・
地
域

の
構
造
変
化
に
拍
車
が
か
か

っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
の

認
識
を
示
し
た
。
そ
の
上
で
、

８
１
５
市
区
の
議
会
が
「
日

本
一
丸
」
と
な
っ
て
結
束
し
、

誰
も
が
地
域
の
魅
力
を
享
受

で
き
る
「
多
極
分
散
型
社

全
国
市
議
会
議
長
会
は
７

月
１
日
、
全
国
都
市
会
館
で

第
２
４
５
回
理
事
会
を
開
催

し
た
。

冒
頭
、丸
子
善
弘
会
長
（
山

会
」
の
確
立
に
向
け
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を

表
明
し
た
。

会
議
で
は
、
議
長
交
代
に

よ
り
欠
員
と
な
っ
て
い
た
副

会
長
の
補
欠
選
任（
2
面
）を

行
っ
た
後
、
各
委
員
会
委
員

長
が
令
和
８
年
度
の
活
動
方

針
（
2
～
3
面
）
を
報
告
し
、

こ
れ
を
了
承
し
た
。

ま
た
、来
た
る
11
月
11・12

両
日
、
松
江
市
で
開
催
さ
れ

る
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
日
程

等
の
ほ
か
、
７
月
31
日
に
東

「
多
極
分
散
型
社
会
」
の
確
立
を

丸子会長（山形市）

京・京
橋
で
開
催
さ
れ
る「
地

域
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
創
造
セ
ミ

ナ
ー
」（
5
面
）
に
つ
い
て
事

務
局
か
ら
説
明
し
た
。

会
議
で
は
こ
の
ほ
か
、
総

務
省
の
恩
田
馨
地
域
力
創
造

審
議
官
が
「
地
域
力
創
造
の

取
組
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

講
演
し
た
。

林総務大臣（左から4人目）に要望

黄川田地域未来戦略担当大臣（右から4人目）に要望

•  正副会長による要望活動 •
丸
子
善
弘
会
長
（
山
形
市

議
会
議
長
）
を
は
じ
め
本
会

正
副
会
長
は
7
月
2
日
、
先

の
定
期
総
会
で
議
決
さ
れ
た

決
議
項
目
に
つ
い
て
、
林
芳

正
総
務
大
臣
、
黄
川
田
仁
志

地
域
未
来
戦
略
担
当
大
臣
に

対
し
て
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

「
産
前
産
後 

欠
席
期
間
」改
正
に
向
け
て

を
行
っ
て
き
た
。
具
体
的
に

は
、
平
成
27
年
に
欠
席
事
由

と
し
て
「
出
産
」
を
明
記
す

る
改
正
を
、
令
和
2
年
に
は

産
前
・
産
後
の
欠
席
期
間
を

「
産
前
6
週
・
産
後
8
週
」

と
明
示
す
る
改
正
を
行
っ
て

い
る
。

そ
の
後
、
若
者
や
女
性
を

は
じ
め
と
す
る
多
様
な
人
材

の
市
議
会
へ
の
参
画
促
進
や

議
会
活
動
の
活
性
化
が
市
議

会
の
緊
要
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
、ま
た
、人
口
減
少
や
高

齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
特
に

小
規
模
市
町
村
で
は
議
員
の

な
り
手
不
足
が
深
刻
化
し
、

来
年
の
統
一
地
方
選
挙
へ
の

影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

理
事
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ

れ
た
第
２
４
９
回
部
会
長
会

本
会
で
は
、
女
性
議
員
が

安
心
し
て
活
動
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
標

準
市
議
会
会
議
規
則
の
改
正

標
準
市
議
会
会
議
規
則

〔要望参加者〕（敬称略）
【会長】

丸子 善弘（山形市議長）
【副会長】

川口 雅丈（秋田市議長）
阿部 功祐（松本市議長）
長壁 真樹（高崎市議長）
奥田 悦雄（高石市議長）
林田 浩秋（呉市議長）
田島 寛信（大分市議長）

https://www.si-gichokai.jp
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少
子
化
対
策
に
つ
い
て

は
、
我
が
国
の
出
生
数
が

過
去
最
少
を
更
新
す
る

中
、
子
ど
も
・
子
育
て
施

策
の
充
実
等
を
求
め
る
ほ

か
、
児
童
虐
待
防
止
や
子

ど
も
の
貧
困
対
策
な
ど
を

求
め
て
い
く
。

ま
た
、
地
域
医
療
は
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
、
物
価
高
騰
の
影
響
に

よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る

社
会
文
教
委
員
会

委
員
長 

下
川
床 

泉 

指
宿
市
議
長

た
め
、
医
師
確
保
対
策
を
は

じ
め
、
自
治
体
病
院
の
経
営

安
定
に
向
け
た
支
援
等
を
要

望
し
て
い
く
。

文
教
施
策
に
つ
い
て
は
、

教
育
の
質
の
確
保
・
向
上
の

た
め
、
教
職
員
の
人
材
確
保

や
働
き
方
改
革
、
い
じ
め
防

止
・
不
登
校
対
策
な
ど
を
求

め
て
い
く
。

こ
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
や

保
健
衛
生
、
環
境
保
全
等
に

係
る
施
策
に
つ
い
て
も
要
望

し
て
い
く
。

地
方
財
政
委
員
会

地
方
財
政
は
、
約
１
兆

円
の
財
源
不
足
額
が
生
じ

る
厳
し
い
状
況
に
あ
る

が
、
地
方
自
治
体
に
お
い

て
は
、
地
方
創
生
の
実

現
、
福
祉
・
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
、
防
災
・
減
災

対
策
の
推
進
な
ど
行
政
需

要
が
増
加
の
一
途
に
あ
る

の
で
、
地
方
税
・
地
方
交

付
税
等
の
一
般
財
源
総
額

の
増
額
確
保
を
強
く
求
め

て
い
く
。

ま
た
、
税
源
の
偏
在
性
が

小
さ
く
、
税
収
が
安
定
的
な

地
方
税
体
系
の
構
築
な
ど
地

方
税
制
の
拡
充
強
化
、
国

税
・
地
方
税
の
政
策
税
制
の

積
極
的
な
整
理
合
理
化
の
ほ

か
、
自
動
車
関
係
諸
税
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
地
方
税
財

源
の
安
定
的
確
保
を
求
め
る

と
と
も
に
、
ガ
ソ
リ
ン
税
の

暫
定
税
率
等
の
廃
止
に
伴
う

減
収
に
つ
い
て
、
代
替
と
な

る
恒
久
財
源
の
早
期
確
保
等

を
求
め
て
い
く
。

委
員
長 

佐
藤 

武
文 

赤
磐
市
議
長

本
会
の
副
会

長
市
の
呉
市
で

議
長
交
代
が
あ

り
、
副
会
長
1

名
に
欠
員
が
生

じ
た
た
め
、
役

員
補
欠
選
任
を

行
っ
た
。
後
任

林田副会長
（呉市）

役員補欠選任
副 会 長副 会 長

に
は
、
林
田
浩
秋
同
市
議

会
議
長
が
就
任
し
た
。

議
で
は
、
政
治
分
野
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を

踏
ま
え
、
市
議
会
に
お
け
る

更
な
る
環
境
整
備
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の

認
識
が
示
さ
れ
、
課
題
解
決

の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
産
前
産
後
の
欠
席
期

間
（
現
行
の
「
産
前
6
週
・

産
後
8
週
」
か
ら
「
産
前
8

週
・
産
後
8
週
」
に
改
正
）

に
つ
い
て
、
本
会
の
「
標
準

会
議
規
則
等
の
改
正
等
に
関

す
る
検
討
会
議
」
で
検
討
す

※
標
準
会
議
規
則
等
の
改
正
等

に
関
す
る
検
討
会
議

会
長
市
、
部
会
長
市
、
政
令

指
定
都
市
及
び
中
核
市
の
代
表

市
の
議
事
担
当
課
長
等
で
構
成

さ
れ
、
議
事
運
営
は
会
長
市
の

構
成
員
が
掌
る
と
定
め
て
い
る
。

る
よ
う
諮
問
さ
れ
、
そ
の
旨

が
理
事
会
で
報
告
さ
れ
た
。

今
後
、
同
検
討
会
議
で
は
、

本
年
11
月
10
日
に
開
催
予
定

の
理
事
会
・
評
議
員
会
合
同

会
議
で
の
協
議
に
向
け
、
数

次
に
わ
た
り
検
討
を
重
ね
、

同
規
則
の
改
正
案
を
取
り
ま

と
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•••••••••••••••••

本
会
の
主
要
な
要
望
項

目
で
あ
る
「
多
様
な
人
材

の
市
議
会
へ
の
参
画
促

進
」
に
つ
い
て
は
、
定
期

総
会
で
採
択
さ
れ
た
決
議

に
基
づ
き
、
主
権
者
教
育

の
推
進
を
は
じ
め
、
会
社

員
が
立
候
補
し
や
す
い
環

境
の
整
備
、
厚
生
年
金
へ

の
加
入
等
に
つ
い
て
引
き

続
き
要
望
し
て
い
く
。

地
方
創
生
に
つ
い
て

地
方
行
政
委
員
会

は
、
政
府
に
お
い
て
「
強
い

経
済
」
の
実
現
に
力
点
を
置

い
た
「
地
域
未
来
戦
略
」
が

と
り
ま
と
め
ら
れ
る
見
込
み
。

本
委
員
会
と
し
て
も
、
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
の
促
進
等

に
向
け
て
要
望
し
て
い
く
。

こ
の
他
、
消
防
防
災
体
制

の
充
実
強
化
、
過
疎
地
域
の

持
続
的
発
展
、
治
安
対
策
の

強
化
な
ど
、
前
年
度
か
ら
の

申
送
り
事
項
や
先
の
定
期
総

会
で
決
定
・
本
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
各
部
会
提
出
決
議

等
に
つ
い
て
も
、
そ
の
実
現

に
向
け
強
く
要
望
し
て
い
く
。

委
員
長 

赤
堀 

博 

菊
川
市
議
長
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我
が
国
の
上
下
水
道
は
、

高
度
経
済
成
長
期
以
降
に

整
備
が
進
み
、
重
要
な
社

会
基
盤
と
し
て
広
く
普
及

し
て
い
る
。

一
方
、
更
新
時
期
を
迎

え
る
管
路
や
施
設
の
増
加

に
伴
い
、老
朽
化
に
よ
る
漏

水
や
道
路
陥
没
が
各
地
で

発
生
し
て
お
り
、
更
新・長

寿
命
化
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
頻

発
す
る
地
震
や
台
風
な
ど

上
下
水
道
の
老
朽
化・防
災
対
策
に
関
す
る

特
別
委
員
会

委
員
長 

坂
巻 

重
男 

柏
市
議
長

の
自
然
災
害
を
踏
ま
え
、耐
震

化
な
ど
の
防
災
対
策
の
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、人
口
減
少
に
よ
る
収
入
減

や
技
術
職
員
不
足
も
深
刻
化

し
て
お
り
、持
続
可
能
な
事
業

運
営
の
確
保
も
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、国

や
自
治
体
で
も
対
策
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、抜
本
的
な
対

策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

本
委
員
会
で
は
、上
下
水
道
の

老
朽
化・防
災
対
策
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
行
い
、国
等
に
対

す
る
要
望・提
言
を
取
り
ま
と

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

６
月
29
日
に
今
年
度
第

１
回
目
の
国
と
地
方
の
協

議
の
場
が
開
催
さ
れ
、
骨

太
の
方
針
の
策
定
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。国

民
の
生
命
、
身
体
、

財
産
を
守
る
た
め
、
第
１

次
国
土
強
靱
化
実
施
中
期

計
画
に
基
づ
く
施
策
や
、

ク
マ
被
害
対
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
着
実
な
推
進
な
ど
、

状
況
に
応
じ
た
対
策
を
臨

国
と
地
方
の
協
議
の
場
等
に
関
す
る

特
別
委
員
会

機
応
変
に
講
じ
る
こ
と
や
、

地
方
創
生
に
つ
い
て
、
男
女

を
問
わ
ず
若
者
が
、
積
極
的

に
地
方
で
の
生
活
を
選
択
で

き
る
よ
う
実
効
性
の
あ
る
施

策
の
展
開
を
丸
子
会
長
か
ら

要
望
し
た
。

主
な
活
動
方
針
と
し
て
は
、

地
方
創
生
の
推
進
を
は
じ
め
、

地
方
公
共
団
体
が
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に

提
供
で
き
る
よ
う
、
地
方
税

財
政
の
充
実
強
化
等
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
、
国
と
地
方

の
協
議
の
場
等
を
通
じ
て
強

く
求
め
て
い
く
。

委
員
長 

長
内 

直
也 

札
幌
市
議
長

産
業
経
済
委
員
会

委
員
長 
鈴
木 

昌
一 

南
相
馬
市
議
長

建
設
運
輸
委
員
会

委
員
長 

福
田 

幸
平 

小
山
市
議
長

農
林
水
産
業
は
、
食
料

自
給
体
制
等
の
維
持
・
向

上
に
不
可
欠
で
あ
る
と
と

も
に
、
地
域
活
性
化
の
要

で
あ
る
。
そ
の
持
続
的
か

つ
健
全
な
発
展
を
図
る
た

め
、
担
い
手
の
育
成
な
ど

諸
課
題
解
決
へ
の
対
策
を

求
め
て
い
く
。

加
え
て
生
産
者
と
消
費

者
、
双
方
の
た
め
の
農
林

水
産
物
の
価
格
構
築
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

中
小
企
業
振
興
対
策
で
は
、

原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、

人
件
費
の
高
騰
等
に
よ
る
厳

し
い
現
状
を
踏
ま
え
、
き
め

細
か
な
支
援
策
を
求
め
て
い

く
。資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

で
は
、
環
境
に
十
分
配
慮
し

た
上
で
、
脱
炭
素
化
へ
の
取

組
推
進
や
、
安
定
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
確
保
の
た
め
、
積
極

的
な
財
政
措
置
や
技
術
開
発

な
ど
の
支
援
を
求
め
て
い
く
。

自
然
災
害
対
策
で
は
、

近
年
、
地
震
災
害
や
線
状

降
水
帯
に
よ
る
集
中
豪
雨
、

大
型
台
風
な
ど
に
よ
り
、

全
国
各
地
に
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
防
災
・
減
災
対
策
の

強
化
や
、
復
旧
・
復
興
支

援
の
充
実
を
求
め
て
い
く
。

各
種
交
通
基
盤
で
は
、
道

路
や
新
幹
線
な
ど
の
鉄
道
、

空
港
、
港
湾
の
整
備
促
進
の

ほ
か
、
地
域
公
共
交
通
の
確

保・維
持
を
要
望
し
て
い
く
。

都
市
基
盤
で
は
、
高
度
経

済
成
長
期
に
整
備
さ
れ
た
橋

梁
や
ト
ン
ネ
ル
、
上
下
水
道

な
ど
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
が
深
刻
な
こ
と
か
ら
、

予
防
保
全
型
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
推
進
す
る
よ
う
要
望
し

て
い
く
。

観
光
分
野
で
は
、
持
続
可

能
な
観
光
地
域
づ
く
り
や

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策

な
ど
に
つ
い
て
求
め
て
い
く
。
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本
会
の
国
と
地
方
の
協
議

の
場
等
に
関
す
る
特
別
委
員

会
、
国
会
対
策
委
員
会
が
そ

れ
ぞ
れ
7
月
1
日
、
2
日
に

開
催
さ
れ
た
。
以
後
、
8
月

上
旬
に
か
け
て
各
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
令
和
８
年
度
の

活
動
が
本
格
的
に
始
動
す
る
。

各
委
員
会
で
は
、
第
１
０

２
回
定
期
総
会
で
採
択
さ
れ

活
動 

本
格
始
動

本 会
委員会

令
和
令
和
88
年
度
年
度

た
部
会
提
出
決
議
と
会
長
提

出
決
議
を
踏
ま
え
て
作
成

し
た
要
望
書
を
協
議
・
決
定

し
、
各
委
員
会
共
通
の
「
令

和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
関

す
る
要
望
書
」「
東
日
本
大

震
災
に
関
す
る
要
望
書
」
と

併
せ
て
、
要
望
活
動
を
展
開

す
る
。

今
後
の
対
応
方
針
了
承

第
32
回
国
と
地
方
特
別
委

長内委員長
（札幌市）

国
と
地
方
の
協
議
の
場
等

に
関
す
る
特
別
委
員
会（
委
員

長
＝
長
内
直
也
札
幌
市
議
会

議
長
）
は
７
月
１
日
、
東
京・

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第

32
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
長
内
委
員
長
か

ら
「
人
口
減
少
社
会
の
中
に

あ
っ
て
、
地
方
創
生
を
実
現

し
住
民
生
活
の
安
全
と
安
心

を
確
保
す
る
役
割
を
主
体
的

に
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は

今後の対応方針今後の対応方針
１　地方税財政対策

税源の偏在性が小さく税収が安定的
な地方税体系の構築

地方税・地方交付税等の一般財源総
額の所要額確保（特に地方財政の歳出
の伸びを十分確保するためにも、その
増額確保）

２　地方創生に向けた取組
「地方創生に関する総合戦略」に掲げ

る政策目標の実現に向けた関連施策の
着実な推進
「地域未来戦略」の推進に当たり地方

の意見を十分に反映し、関係予算を安
定的に確保すること

３　地方議会制度の充実
議会に対する住民の理解と関心を深

める主権者教育を一層推進すること
厚生年金への地方議会議員の加入な

ど議員の処遇改善

地
方
税
源
の
充
実
と
地
方
一

般
財
源
総
額
の
確
保
が
必

要
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

会
議
で
は
、
丸
子
善
弘
会

長
（
山
形
市
議
会
議
長
）
が

昨
年
12
月
以
降
の
「
国
と
地

方
の
協
議
の
場
」
な
ど
に
お

け
る
本
会
の
発
言
内
容
を
報

告
し
た
。

国
と
地
方
の
協
議
の
場
で

は
、
各
種
災
害
対
策
の
推
進

や
、
地
方
創
生
に
つ
い
て
実

効
性
の
あ
る
施
策
の
展
開
、

多
様
な
人
材
が
地
方
議
会
へ

参
画
で
き
る
環
境
整
備
を
、

第
34
次
地
方
制
度
調
査
会
総

会
で
は
、
国・都
道
府
県・市

町
村
間
の
役
割
分
担
等
の
検

討
に
当
た
っ
て
、
様
々
な
選

択
肢
の
中
か
ら
各
自
治
体
が

そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
て

自
主
的
に
選
択
で
き
る
よ
う

な
制
度
設
計
に
向
け
て
議
論

す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
た
こ

と
を
報
告
し
た
。

続
い
て
、
今
後
の
対
応
方

針
を
説
明
し
、決
定
し
た（
上

表
掲
）。

特別委員会の模様

丸
子
会
長
報
告　

国
と
地
方
の

協
議
の
場
等
の
経
過

国
会
対
策
委
員
会
は
７
月

2
日
、
全
国
都
市
会
館
で
第

１
５
３
回
委
員
会
を
開
催
。

正
副
委
員
長
を
選
任
し
、
要

望
書
を
決
定
し
た
。

丸
子
善
弘
会
長
（
山
形
市

議
会
議
長
）
の
冒
頭
挨
拶
の

後
、
正
副
委
員
長
の
選
任
を

行
い
、
委
員
長
に
松
坂
吉
則

千
葉
市
議
会
議
長
、
副
委
員

長
に
角
掛
邦
彦
滝
沢
市
議
会

議
長
、
塩
川
裕
紀
南
魚
沼
市

議
会
議
長
が
就
任
し
た
。
委

員
会
で
は
、
要
望
書
に
つ
い

第
153
回
国
会
対
策
委
員
会

委
員
長
に
松
坂
千
葉
市
議
長

松坂委員長
（千葉市）

角掛副委員長
（滝沢市）

塩川副委員長
（南魚沼市）

て
協
議
の
上
決
定
（

全
文

は
本
会
ウ
ェ
ブ
掲
載
）。

要
望
書
は
、
▽
多
様
な
人

材
の
市
議
会
へ
の
参
画
促
進

及
び
地
方
議
会
の
権
能
強
化

▽
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保

及
び
地
方
創
生
・
地
方
分
権

の
推
進
―
な
ど
に
つ
い
て
の

５
項
目
か
ら
な
る
。

会
議
で
は
こ
の
ほ
か
、
総

務
省
大
臣
官
房
の
福
田
毅
審

議
官
（
税
務
担
当
）
が
「
地

方
税
制
を
め
ぐ
る
現
状
と
課

題
」
と
題
し
て
説
明
し
た
。

委
員
会
終
了
後
、
正
副
委

員
長
及
び
各
委
員
は
自
民
党

要
職
者
に
対
し
て
要
望
活
動

を
行
っ
た
（
参
加
者
・
要
望

先
、
写
真
は
５
面
）。

https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/kokutai/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/kokutai/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/kokutai/index.html
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小林自民党政調会長（中央）に要望

鈴木自民党幹事長（中央）に要望

鈴木自民党総務部会長（中央）に要望

橘自民党地方議会の課題に関するPT幹事長（中央）に要望

〔要望活動参加者〕（敬称略）
【委員長】

松坂 吉則（千葉市議会議長）
【副委員長】

角掛 邦彦	（滝沢市議会議長）
塩川 裕紀	（南魚沼市議会議長）

【委員】
松倉 美加	（千歳市議会議長）
畑山 和晴	（富谷市議会議長）
藤原 正光	（掛川市議会議長）
片岡 勝則	（岩国市議会議長）
一色 輝雄	（西条市議会議長）

〔要望先〕（敬称略）
鈴木 俊一	（自民党幹事長）
小林 鷹之	（自民党政務調査会長）
鈴木 英敬	（自民党総務部会長）
橘 慶一郎	（自民党地方議会の課
	 題に関するPT幹事長)

国会対策委員会 要望活動国会対策委員会 要望活動

本
会
が
主
催
す
る
「
令

和
８
年
度
地
域
未
来
ビ

ジ
ョ
ン
創
造
セ
ミ
ナ
ー
」

が
７
月
31
日
、
東
京
・
ビ

ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
東
京
京

橋
で
開
催
さ
れ
る
。
参
加

費
は
無
料
。

当
日
は
山
谷
拓
志
静
岡

ブ
ル
ー
レ
ヴ
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
兼
一
般

社
団
法
人
静
岡
県
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
理
事

が
「
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

地
方
創
生
～
価
値
を
ど
の
よ

う
に
高
め
地
域
に
活
か
す
か

～
」、小
泉
悠
東
京
大
学
先
端

科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
准

教
授
が
「
最
近
の
国
際
情
勢

と
日
本
の
安
全
保
障
」
と
題

し
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
す
る
。

地域未来ビジョン
創造セミナー

令和8年度

会場アクセス

ビジョンセンター東京 京橋
東京都中央区京橋3-7-1 相互館110タワー4F・8F
https://www.visioncenter.jp/tokyo/kyobashi/

お問い合わせ先

セミナー開催事務局（時事通信社 官庁部）

メールアドレス：g-info@grp.jiji.co.jp

主催 全国市議会議長会

日時 令和8年7月31日（金）
会場 ビジョンセンター東京 京橋

  （東京都中央区京橋3-7-1 相互館110タワー4F・8F）

講演会 　 4F 401A＋Bホール　　
意見交換会 　 8F 809ホール

開場・受付開始  13:00～14:00
開会・開会挨拶  14:00～14:05

特別講演 　14:05～15:15

専門講演 　15:25～16:45

意見交換会  17:00～18:30

参
加
申
し
込
み
期
限
　
７
月
10
日
㈮
ま
で

参
加
申
し
込
み
は
コ
チ
ラ 

➡ 
 

令和 8 年度

https://www.si-gichokai.jp/news/seminar/r08/1208510_3293.html
https://forms.office.com/r/PHzNZ12gyG
https://forms.office.com/r/PHzNZ12gyG
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国と地方の協議の場令和8年度第1回

国と地方の協議の場（令和8年度第1回）の会合の様子（出典：首相官邸HP）

各 種 災 害 対 策 推 進
多 様 な 人 材 の 地 方 議 会 参 画 政 府 に 対 し 要 望

高
市
首
相
は
挨
拶
で
、
地

域
未
来
戦
略
に
つ
い
て
、地
域

の
ア
イ
デ
ア
に
基
づ
く
地
域

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
や
地

場
産
業
成
長
プ
ラ
ン
を
強
力

に
推
進
す
る
た
め
、イ
ン
フ
ラ

整
備
の
推
進
と
と
も
に
地
域

未
来
交
付
金
を
拡
充
し
、地
方

自
治
体
が
主
体
的
に
行
う
ソ

フ
ト
支
援
策
な
ど
を
支
援
す

る
と
述
べ
た
。
ま
た
、国
の
中

堅・中
小
企
業
向
け
設
備
投
資

補
助
金
や
人
材
育
成
支
援
策

に
地
域
未
来
枠
を
設
け
る
べ

く
検
討
を
進
め
る
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
阿
部
守
一
全
国

知
事
会
会
長
（
長
野
県
知

事
）
が
地
方
六
団
体
を
代
表

し
て
挨
拶
に
立
ち
、
給
付
付

き
税
額
控
除
に
つ
い
て
、
現

場
の
事
務
負
担
を
十
分
考
慮

し
た
制
度
設
計
を
求
め
た
。

ま
た
、
食
料
品
の
消
費
税
率

と
併
せ
、
将
来
世
代
の
負
担

や
地
方
財
政
の
安
定
性
な
ど

に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
、

地
方
財
政
に
影
響
が
生
じ
る

場
合
に
は
確
実
な
代
替
財
源

を
確
保
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

同
時
に
、
税
源
の
偏
在
性

が
小
さ
く
税
収
が
安
定
的
な

地
方
税
体
系
の
構
築
、
地
方

に
お
け
る
人
づ
く
り
へ
の
支

援
、
若
者
や
女
性
の
地
域
へ

の
定
着
や
地
方
議
会
の
活
性

化
な
ど
地
方
の
活
力
向
上
に

向
け
た
取
組
へ
の
継
続
的
な

後
押
し
を
求
め
た
。

た
対
策
を
臨
機
応
変
に
講
じ

る
こ
と
を
求
め
た
。

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
そ

の
地
域
の
魅
力
を
享
受
し
な

が
ら
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会

を
つ
く
り
、
東
京
圏
か
ら
地

方
へ
の
人
の
流
れ
を
生
み
出

す
た
め
、
男
女
を
問
わ
ず
若

国
民
の
生
命
、
身
体
、
財

産
を
守
る
た
め
、
第
１
次
国

土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
に

基
づ
く
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
対
策
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
施
策
に
加
え
、
ク
マ
被

害
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
着
実

な
推
進
な
ど
、
状
況
に
応
じ

者
が
積
極
的
に
地
方
で
の
生

活
を
選
択
で
き
る
よ
う
実
効

性
の
あ
る
施
策
を
展
開
す
る

こ
と
を
求
め
た
。

立
候
補
に
伴
う
休
暇
制
度

丸
子
会
長
発
言
要
旨

丸
子
会
長
発
言
要
旨

各
種
災
害
対
策
の推

進

■ ■ ■ 

地
方
創
生

■ ■ ■ 

多
様
な
人
材
の

地
方
議
会
へ
の
参
画

■ ■ ■ 

挨拶する高市首相
（出典：首相官邸HP）

や
、
議
員
活
動
の
た
め
の
休

暇
・
休
職
な
ど
に
つ
い
て
事

業
主
の
理
解
を
得
る
た
め
の

取
組
、
労
働
法
制
の
見
直

し
、
厚
生
年
金
へ
の
加
入
に

加
え
、
議
員
・
立
候
補
者
等

に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
誹
謗
中
傷
対
策
な
ど
、

多
様
な
人
材
が
地
方
議
会
に

参
画
で
き
る
環
境
整
備
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
を
求
め

た
。

丸子会長（山形市）

令
和
８
年
度
第
１
回
国
と
地
方
の
協
議
の
場
が
６
月
29
日
、
首
相
官
邸
で
開
か
れ
、「
骨
太
の
方
針
」
の
策
定
等
に
つ
い

て
、
地
方
六
団
体
代
表
と
高
市
早
苗
首
相
は
じ
め
関
係
閣
僚
が
協
議
し
た
。
本
会
か
ら
は
丸
子
善
弘
会
長
（
山
形
市
議
会

議
長
）
が
出
席
し
、
▽
各
種
災
害
対
策
の
推
進
▽
地
方
創
生
▽
多
様
な
人
材
の
地
方
議
会
へ
の
参
画
―
の
３
点
に
つ
い
て

意
見
を
述
べ
た
。
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▼
議
長

▽
中
央（
東
京
）

	

塚
田
秀
伸（
5・29
）

▽
越
谷	

竹
内
栄
治（
6・1
）

▽
深
谷	

今
井
慶
一
郎（
6・2
）

▽
狭
山	

金
子
広
和（
6・5
）

▽
菊
池	

後
藤
英
夫（
6・5
）

▽
金
沢	

坂
本
泰
広（
6・8
）

▽
美
祢	

山
中
佳
子（
6・8
）

▽
鴨
川	

佐
久
間
章（
6・9
）

▽
石
巻	

奥
山
浩
幸（
6・10
）

▽
野
田	

邑
樂　
等（
6・10
）

▽
大
阪	

梅
園　
周（
6・11
）

▽
和
歌
山	

中
谷
謙
二（
6・11
）

▽
三
郷	

佐
々
木
修（
6・12
）

▽
江
津	

坂
手
洋
介（
6・23
）

▽
周
南	

友
田
秀
明（
6・24
）

▽
奈
良	

八
尾
俊
宏（
6・25
）

▽
富
士
吉
田	

	

鈴
木
富
藏（
6・26
）

▽
さ
い
た
ま	

	

高
子　
景（
6・26
）

▽
市
原	

山
内
一
平（
6・26
）

▽
行
田	

橋
本
祐
一（
6・29
）

▼
副
議
長

▽
遠
野	

瀧
本
孝
一（
9・11
）

▽
犬
山	

玉
置
幸
哉（
5・11
）

▽
磐
田	

秋
山
勝
則（
5・18
）

▽
大
田（
東
京
）	

	
伊
佐
治
剛（
5・26
）

▽
中
央（
東
京
）	

	

墨
谷
浩
一（
5・29
）

▽
越
谷	

浅
古
高
志（
6・1
）

▽
深
谷	

岡　
　
仁（
6・2
）

▽
狭
山	

福
田　
正（
6・5
）

▽
沼
津	

井
原
三
千
雄（
6・5
）

▽
菊
池	

田
中
教
之（
6・5
）

▽
美
祢	

杉
山
武
志（
6・8
）

▽
鴨
川	

本
吉
正
和（
6・9
）

▽
石
巻	

阿
部
正
敏（
6・10
）

▽
野
田	

中
村
裕
介（
6・10
）

▽
京
丹
後	

	

多
賀
野
一
彦（
6・11
）

▽
和
歌
山	

中
村
元
彦（
6・11
）

▽
新
見	

仲
田
芳
人（
6・12
）

▽
高
知	

伊
藤
弘
幸（
6・12
）

▽
尾
道	

二
宮　
仁（
6・15
）

▽
江
津	

植
田
好
雄（
6・23
）

▽
周
南	

佐
々
木
照
彦（
6・24
）

▽
東
広
島	

岡
田
育
三（
6・25
）

▽
富
士
吉
田

	

渡
邉　
将（
6・26
）

▽
さ
い
た
ま	

	

添
野
ふ
み
子（
6・26
）

▽
市
原	

安
在
尚
太（
6・26
）

▽
奈
良	

早
田
哲
朗（
6・26
）

▽
広
島	
山
路
英
男（
6・26
）

▽
行
田	
小
林　
修（
6・29
）

▼
事
務
局
長

▽
根
室	

加
美
山
勝
政（
4・1
）

▽
青
森	

佐
々
木
正
幸（
4・1
）

▽
遠
野	

松
田
穣
司（
4・1
）

▽
千
代
田	

夏
目
久
義（
4・1
）

▽
石
岡	

中
山
善
正（
4・1
）

▽
狭
山	

武
井　
理（
4・1
）

▽
印
西	

堀
越
庄
一（
4・1
）

▽
湖
南	

森
村
政
生（
4・1
）

▽
養
父	

中
村
文
明（
4・1
）

▽
和
歌
山	

田
畑
順
也（
4・1
）

▽
阿
蘇	

甲
斐
直
喜（
4・1
）

▽
練
馬	

冨
田　
孝（
7・1
）

議
会
人
事

連 載連 載
役員市紹介役員市紹介

5
月
に
開
催
さ
れ
た
第
102
回
定
期
総
会
で
新
た
に
役

員
（
会
長
・
副
会
長
、
監
事
、
部
会
長
、
委
員
長
）
に

選
任
さ
れ
た
市
の
概
要
、
議
会
の
ト
ピ
ッ
ク
な
ど
に
つ
い

て
、今
号
か
ら
掲
載（
順
不
同
）し
て
い
き
ま
す（
下
掲
）。

市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
23
万
１
２
５
０
人

（
令
和
８
年
６
月
１
日
現
在
）

▽
面
積　
９
７
８・47
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
日
本
の
中

央
に
位
置
す
る
本
市
は
、
平

安
時
代
に
は
、
信
濃
国
府
が

置
か
れ
て
い
た
。
中
世
に
は

信
濃
守
護
の
館
の
所
在
地
と

し
て
、
ま
た
江
戸
時
代
に
は

松
本
藩
の
城
下
町
と
し
て
栄

え
た
。
明
治
40
年
５
月
に
市

制
を
施
行
し
、
そ
の
後
周
辺

の
町
村
と
の
合
併
を
経
て
、

平
成
29
年
５
月
に
は
、
市
制

施
行
１
１
０
周
年
を
迎
え
た
。

令
和
３
年
４
月
に
中
核
市
へ

移
行
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
。

▽
シ
ン
ボ
ル　

外
側
の
円

は
陽
春
の
若
松
を
あ
ら
わ

し
、
将
来
の
円
満
な
発
展
を

象
徴
し
て
い
る
。
円
の
中
心

は
「
本
」
の
字
に
よ
っ
て
六

合
を
あ
ら
わ
し
、
宇
宙
に
本

市
の
光
輝
発
揚
を
願
い
、
形

は
雪
の
結
晶
、
突
起
は
北
ア

ル
プ
ス
山
岳
を
あ
ら
わ
し
て

い
る
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　

31
人
（
現

在
・
男
性
18
人
、
女
性
12
人
、

欠
員
１
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
５
年
４

月
23
日
、
立
候
補
者
39
人
。　

投
票
率
40・80
％

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
平
成

21
年
４
月
に
議
会
基
本
条
例

を
施
行
し
、
不
断
の
改
革
に

努
め
て
き
た
。
制
定
15
年
目

の
令
和
６
年
に
は
議
会
基
本

条
例
の
大
規
模
な
改
正
を
行

う
と
と
も
に
、近
年
は
、議
会

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
、
高
校
生
と

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
Ｅ

Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
踏
ま
え
た
政
策
提

本
市
は
長
野
県
の
ほ
ぼ
中

央
か
ら
西
部
に
位
置
し
、
歴

史
と
文
化
、
そ
し
て
自
然
が

美
し
く
調
和
す
る
ま
ち
で
す
。

古
く
か
ら
「
山
岳・音
楽・学

問
」
を
意
味
す
る
「
三
ガ
ク

都
」
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

市
の
中
心
に
は
国
宝
松
本

城
を
聳
え
た
城
下
町
の
風
情

が
残
る
ま
ち
並
み
、
東
部
に

は
標
高
２
０
０
０
ｍ
の
美
ケ

原
高
原
、
西
部
に
は
標
高

３
０
０
０
ｍ
級
の
北
ア
ル
プ

ス
、
日
本
を
代
表
す
る
山
岳

景
勝
地
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

で
も
あ
り
ま
す
。
毎
年
８
月

に
は「
セ
イ
ジ・オ
ザ
ワ
松
本

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
、
ま
ち
な
か
が
美
し
い

音
色
に
包
ま
れ
ま
す
。
松
本

市
へ
ぜ
ひ
ご
来
訪
く
だ
さ
い
。

議
長
の
話

議
長
の
話

「セイジ・オザワ 松本フェスティバル」
/© 山田毅（写真提供＝松本市）

松

本

市

副
会
長
市
紹
介

第１回第１回

阿部功祐 議長

言
の
取
組
な
ど
さ
ら
な
る
議

会
改
革
を
図
っ
て
い
る
。

６
月
24
日
か
ら
西
日
本
を

中
心
に
発
生
し
、
各
地
に
被

害
を
も
た
ら
し
た
大
雨
に
対

し
、
福
岡
県
は
３
市
（
柳
川

市
、
う
き
は
市
、
み
や
ま
市
）

１
町
に
、
鹿
児
島
県
は
薩
摩

４４
市市
１１
町
に
町
に

災
害
救
助
法
適
用

災
害
救
助
法
適
用

川
内
市
に
災
害
救
助
法
を
適

用
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
避
難
所
設

置
や
被
災
者
の
救
出
、
住
宅

の
応
急
修
理
な
ど
に
係
る
費

用
の
５
～
９
割
が
国
庫
負
担

さ
れ
る
。
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サ
マ
ー
ジ

ャ
ン
ボ
宝
く

じ
の
販
売
が

６
月
30
日
㈫

か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
（

ネ
ッ
ト
販
売

は
こ
ち
ら
）。

今
年
か
ら

新
た
に
１

等
の
当
せ

ん
金
額
が
前

後
賞
合
わ

せ
て
12
億
円

の
「
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
プ
レ
ミ
ア
ム
」
が

販
売
開
始
。
１
等
・
前
後
賞

合
わ
せ
て
７
億
円
の
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
、
５
千
万
円
の
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
も
同
時

販
売
さ
れ
る
。
販
売
期
間
は

７
月
31
日
㈮
ま
で
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

は
、
秋
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
と
と
も
に
「
市

町
村
振
興
宝
く
じ
」
と
し
て

販
売
さ
れ
、
売
上
金
の
う
ち

35・1
％
（
令
和
7
年
度
）
が

収
益
金
と
な
り
、
市
町
村
の

貴
重
な
自
主
財
源
と
し
て
、

様
々
な
公
益
事
業
に
活
用
さ

れ
て
い
る
。

市
町
村
の
振
興
を
目
的
と

し
て
販
売
さ
れ
る
「
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
に
つ

1等12億円1等12億円「プレミアム」登場「プレミアム」登場
収益は自治体財源に収益は自治体財源に

7月31日 (金) までサマージャンボ   販売中

い
て
、
貴
市
区
議
会
に
お
か

れ
て
も
、
市
区
長
部
局
と
連

携
い
た
だ
き
、
売
上
額
の
向

上
に
つ
な
が
る
取
組
に
つ
い

て
、
格
別
の
ご
高
配
を
お
願

い
し
ま
す
。

•
•

•
 •

 •
 •

•

共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会
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公民連携のチカラ　住民の声を活かす

令
和
八
年
七
月
一
日
発
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一
回
一
日
発
行
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発
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株
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社
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住民参加と公民連携を政策につなぐ
議会の共創デザイン

特集

巻頭言　穂坂邦夫

／牧瀬　稔
公民連携を阻む「失敗」の論理
議員が変えるべき問い
／小田理恵子

公民連携を進める地方議員の新たな役割
■

岩手県紫波町／和歌山県田辺市／埼玉県横瀬町
／長野県飯山市

現地報告■

／木下　斉

月
刊
　地
方
議
会
人

7
月
号

特
集
　公
民
連
携
の
チ
カ
ラ
　住
民
の
声
を
活
か
す

2026

　
　中
央
文
化
社

特　集

お問合せ
TEL 03-3264-2520又はFAX 03-3264-2867
https://chuobunkasha.com/

株式会社
中央文化社

月刊 地方議会人 全国市議会議長会
全国町村議会議長会共同編集地方議会議員向けの情報を掲載した「議員専門誌」

ごご購入購入に際してのに際しての
「お申し込み」は「お申し込み」はこちらこちら

地方議会人地方議会人サンプル版サンプル版
デジタルブックはデジタルブックはこちらこちら

議会議会のの手引書手引書となるとなる
様々な連載様々な連載

議会議会で役立つで役立つ
特集や現地事例特集や現地事例

女性議員が地方政治の課題を等身大の言葉で綴る

議員力の基盤をつくる特集テーマをわかりやすく解説
「議会だより」を見やすく、わかりやすくするためのポイントや 
改善課題をテーマごとに各専門講師が解説

「これだけは知っておいてほしい」SNS 活用の基本

全国の地方議会における「議会改革」の最前線

ご購入に際しての
「お申し込み」

「月刊 地方議会人」２6
年度デジタルブックサ
ンプル号が読めます！

「月刊 地方議会人」サ
ンプル号ではデジタルブッ
クで地方議会議員・議会
事務局の方々に好評の
特集、現地報告、連載の
一部を「無料」で読むこと
ができます！  クリック

▶

※お電話やＦＡＸでのお申し込
みも受け付けております。

こちらをクリックし、中央
文化社のホームページよ
りお申し込みください。

公民連携のチカラ  住民の声を活かす

■ 現地報告
▶ 岩手県紫波町／オガールプロジェク

トを支える徹底したファイナンス
株式会社オガール代表取締役

岡 崎 正 信
▶ 和歌山県田辺市／たなべ未来創造塾

の人材育成10年の軌跡
田辺市役所企画部企画広報課
たなべ営業室価値創造係	 石 野 善 之

▶ 埼玉県横瀬町／間口は広く、決断は早
く　町を変えた「よこらぼ」
横瀬町まち経営課 連携推進室主査

小 俣 裕 哉
▶ 長野県飯山市／孤独・孤立対策におけ

る公民連携の実践
飯山市議会議員	 常 田 徳 子

巻頭言　地方自治に思う
共創時代の公民連携と地方議会の役
割　二元代表制の本来の姿へ
一般財団法人日本自治創造学会理事長

穂 坂 邦 夫 
■ 特集
▶ 住民参加と公民連携を政策につなぐ

議会の共創デザイン
関東学院大学法学部地域創生学科教授

牧 瀬　　稔
▶ 公民連携を阻む「失敗」の論理

議員が変えるべき問い
一般社団法人官民共創未来コンソーシ
アム代表理事	 小 田 理恵子

▶ 公民連携を進める地方議員の
新たな役割　
一般社団法人エリア・イノベーション・
アライアンス代表理事	 木 下　　斉

 トップページ > 議会改革の取組 > iJAMP 市議会最前線

市議会が進める独自の取組を毎月紹介す
る時事通信社 iJAMP「市議会最前線」。7月
は福岡県北九州市議会が取り組む「バリア
フリーから主権者教育まで～議場モニター
も活用～」を紹介しています。

本記事は、本会ウェブサイト「議会改革
の取組」でご覧になれます。

 「市議会最前線」 / 福岡県北九州市

https://www.takarakuji-official.jp/ec/jumbo/?kgu=1115&blkCode=50&kujiprdShbt=11&jmbShbt=2
https://www.takarakuji-official.jp/ec/jumbo/?kgu=1115&blkCode=50&kujiprdShbt=11&jmbShbt=2
https://chuobunkasha.com/%e6%9c%88%e5%88%8a%e3%80%8c%e5%9c%b0%e6%96%b9%e8%ad%b0%e4%bc%9a%e4%ba%ba%e3%80%8d/%e6%96%b0%e7%9d%80%e6%83%85%e5%a0%b1%e3%80%80%e6%9c%88%e5%88%8a%e3%80%8c%e5%9c%b0%e6%96%b9%e8%ad%b0%e4%bc%9a%e4%ba%ba%e3%80%8d7%e6%9c%88%e5%8f%b7%ef%bc%882026%e5%b9%b4%ef%bc%89%e3%80%80%ef%bc%8a7/
https://chuobunkasha.com/
https://chuobunkasha.com/%e6%9b%b8%e7%b1%8d%e3%81%94%e6%b3%a8%e6%96%87/
https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjozMjExOTN9&detailFlg=1&pNo=1
https://chuobunkasha.com/%e6%9b%b8%e7%b1%8d%e3%81%94%e6%b3%a8%e6%96%87/
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